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●「広島」では駅近・大規模タワー物件などの影響で大量供給期よりも戸数・坪単価ともに上振れ 

地方中枢都市の一角を担う広島市は中国・四国地方において最も多いマンションストック戸数を有する都市である

が、同市内に位置する各駅での新築マンション供給戸数を集計したランキングを見てみると、直近 10 年間（2012

年～2021年）では JR山陽本線「広島」の 2,477戸が断トツの戸数規模を誇っている。新幹線ターミナル駅である同

駅は広島の玄関口としてだけではなく、市内を走るバス路線の起点にもなっており、以前からマンション供給が活

発に行われてきた。さらに、最近では駅前再開発事業に伴って駅近立地の大規模タワーマンション 2 棟が供給さ

れたこともあり、供給戸数・坪単価とも大量供給期よりも上振れる結果となっている。 

直近 10 年間でのランキング上位 10 駅のうち大量供給期にも登場していた駅が 9 駅にも及んだ一方で、総戸数が

100 戸以上の 2 物件を含む 8 物件が供給された「鷹野橋」が第 5 位にランクインしてきている。なお、上位 30 駅に

おいては約半数が新たにランクインした駅であり、その中の 10 駅は広島電鉄の沿線駅が占めている。また、第 21

位の「新白島」は 2015 年 3 月に JR・アストラムラインの両線が利用可能な駅として開業した新駅であり、その良好

な交通利便性から今後のさらなるマンション供給が期待される駅の一つに挙げられる。 

なお、JR 山陽本線の「向洋」「海田市」は厳密には広島市内に位置していないが、駅勢圏内の一部物件が広島市

内に立地していることから、今回の調査では便宜上これらの駅も含めている。 

東京カンテイ、広島市内における新築マンション供給立地の変遷を調査・分析 

直近 10 年間で新築供給戸数が最も多かった駅は「広島」の 2,477 戸 

ランキング上位 10 駅のうち 9 駅は大量供給期にも登場、広島市内でも供給先を厳選する動き 
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以下に示す路線図を用いて新築マンション供給立地の変遷を見てみると、直近10年間（2012年～2021年）では新

築マンションの供給実績が確認された駅は 86 駅と、大量供給期（2002 年～2011 年）の 92 駅から 6 駅減少してい

た。沿線エリアが郊外方面へ伸びる JR 各線を中心に駅数が減少した一方で、市内中心部へのアクセスが良好な

広島電鉄やアストラムラインの沿線では一部で駅数が増加するなど、広島市内においても市況やニーズに合わせ

て新築マンションの供給先を厳選し、かつ供給規模を抑制している状況が窺える。 

※沿線名および駅名は 2022 年 9 月末時点のものを使用、各物件の最寄駅は現時点の情報を反映している 

●直近 10 年間に新築マンションが供給された駅は 86 駅、大量供給期に比べて 6 駅減少 
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500戸以上 （ 9駅 ： 9.8% ）

300戸以上500戸未満 （ 8駅 ： 8.7% ）

100戸以上300戸未満 （ 43駅 ： 46.7% ）

50戸以上100戸未満 （ 19駅 ： 20.7% ）

50戸未満 （ 13駅 ： 14.1% ）

凡　　例

500戸以上 （ 7駅 ： 8.1% ）

300戸以上500戸未満 （ 7駅 ： 8.1% ）

100戸以上300戸未満 （ 31駅 ： 36.0% ）

50戸以上100戸未満 （ 20駅 ： 23.3% ）

50戸未満 （ 21駅 ： 24.5% ）

凡　　例


